
行方不明時の相談・ 捜索
認知症とは

主な認知症

脳の細胞が死んでしまつたり、働きが悪くなつたため、認知機能 (記 I臆 したり、時間や場所が分かつ

たり、物事を者えたりするl動き)がl氏下し、日頃の生活で支障が起こる状態です。

～認知症になつても安,い して暮らせるまち・のみ～

・ 根上あんしん相談センター

・ 寺井あんしん相談センター

・ 辰□あんしん相談センター

・ 認知症カフェ

・ 認知症初期集中支援チーム
・ こころの相談
・ 地域ケア会議
・ 認知症カフェ

のみ認知症あんしん帳

認知症ガイ ドブック

認知症カフェ

認知症サポーター養成講座
キャラバン・メイト養成研修
出前講座

認知症カフェ・ 出前講座

SOSネットワーク登録

徘徊高齢者等探索サービス

地域ケア会議

地域福祉委員会

能美市では、根上・寺井・辰□あんしん相談センター、いきいき共生課とともに、介護サービス事

業所、キャラバン・ メイ ト、地域の関係団体が協力して「安,い して誰でも相談できる体制」・ 「支

援体制の充実」 。「認知症の正しい理解・啓発」 。「認知症の地朝の理解 。見守りの促進」に取り

組み、「認知症になつても安,断 して暮らせるまち・のみ」づくりを進めています。

能美市消防本部
豊察と情報共有 (代表)0761-58-6320

情報共有

防災 政無線 送

〕)l

市内巡回

通量幸限 情報共有

いざというときネットワークに登録している協力機関へ電子メールで情報を提供し、

地域ぐるみで捜索に協力する体制のことです。SOSネ ットワークの登録者は同時に

生活総合保険 (認矢□症あんしんプラン)に加入します。

徘イ日高齢者等家族支援サービス事業

対象者がイ立置検索機器を携帯することにより、対象者の現在地が確認できます。機器

業者のサービスセンターに電話で依頼したり、インターネットを利用して現在地を確

認します。
【利用料】【対象者】

・介護保険の認定が要支援 1・ 2、 要介護 1～ 5の在宅高齢者  ・基本料金 月額50円 (機器使用料)

。その他付属品 (別途費用)・在宅の知的障害者・児

行方不明 (認矢日症高齢者等)

となつた方の家族等

町会

町内会

地域での

見守り体制
・捜索本部の設置
。自衛消日方団への捜索依頼

※町(内 )会から能美市消Fノ葛本部へ依頼

・ [方災行政無線放送依頼
・消[方団捜索依頼

相談・ 捜索依頼 【町(内 )会の動き】

主な症状

レビー小体型認矢日症 前頭側頭型認矢日症

脳の中にレビー小体という異常なたんぱく
質がたまる病気と考えられています。

m
手足のふるえやこわばり、動作がざこちな
い。歩きにくい。幻視 (実際にないものが
見える)を見る。

主な症状
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新 しいことが覚えにくい。時間や場所が
わからない。不安でうつうつとしている。

他者やその場の状況、決まりに合わせられ
ず、思つたまま勝手に行動する。毎日同じ
行動を繰り返す。

脳梗塞・ 脳出血などにより、脳の神経
細胞が一部分死んでしまう病気です。
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感情の起伏が激 しい。意欲や
l氏 下 し、複雑な作業が苦手。
語が起こることがある。

1図 の神経細胞が減 つてい く病 気です。
認知症の原因では最も多いと言われて

主に脳の前頭葉と側頭葉というき:分が縮ん
でいく病気です。原因はよくわかつていま

1凹血管性認矢B症アルツハイマー型認知症

危機管理課

能美市の認知症支援の体制

安心して誰でも
相談できる体制

あんしん相談センターいきいき共生課
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能美市
みんなで捜して
メール配信事業
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長奢社会課

近隣市町以外
県外地域
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捜索協力依頼
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支援体市」の充実

行方不明時に対応したサービス   ～祖談窓□ (表紙参照)へお気軽にご相談ください～
認知症の正しい

理解・ 啓発
認矢□症高齢者見會りSOSネットワーク

認矢□症の地域の

理解・ 見省りの促進


